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塩田方面は、市街地よりもやや遅れて桜が開花しました。西塩田 ・
はるなやま

手塚の「榛名山」と呼ばれる小高い丘も、地元では隠れた桜の名所。

4月18日、西塩田保育園の年長組22人が榛名山へ散歩に出かけまし

た。15分ほど歩いて現地に着いた園児たちは、満開の桜を眺めたり、

駆け回ったりして、ひとときを楽しんでいました。

~a • 
やさしく走ってね...4月l日現在

( )内は前月比 5月11日~同20日は

人口 119，058人 (-553) “審の全国安適
男 58，102人(ー316) 安全運動"ですf
女 60，956人 (ー237)

........r安定・安心・安全J
世帯 38，887世帯

信州をつくろう~( -276) 
• 

• 
弓~'1ースワー'し吋吋1
開催しま守

-とき 5月12日(8)午前10時

~正午

-ところ 真田自動車学俊

-問い合わせよ小他方事務所

総務課(まま@1260)

• 



も女性もともに

認めあう社会を
めざして.• • 

男性

⑨基本的人権の保障と平和をめざして

⑨男女ともに、性別役割分業意識から

開放され、あらゆる分野lこ共同参加

できることをめざして

⑨だれもが健康で豊かな人生を送るた

めに、連指のある社会の創造をめざ

して

[2) 広報うえだ3.5.1 

婦
人
に
参
政
権
ガ
与
え
ら
れ
て
か
ら

四
十
余
年
。
そ
の
聞
に
も
、
女
性
の
地

位
万
能
々
に
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
定
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
1

女
の
く
せ
に
・
・
・
」

と
か
寸
男
は
住
事
、
女
は
家
庭
し
と
い

っ
定
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
女
性
に
対

す
る
偏
見
、
男
女
の
役
割
分
業
意
識
は
、

社
会
慣
習
や
市
民
の
ゆ
の
奥
仁
根
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
女
性
の
地
位
向
上
、
男
女

平
等
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
平
成

元
年
度
力
ら
策
定
を
進
め
て
い
だ
上
田

市
の
「
女
性
行
動
計
画
」
の
計
画
書
ガ

ま
と
め
ら
れ
ま
し
だ
。
男
性
も
女
性
も

と
も
に
認
め
あ
う
社
会
皆
さ
ん
も

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ

厚生課婦人係(内線1608)



平
均
寿
命
の
延
び
や
、
社
会
生
活
の
多
様

化
に
伴
っ
て
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
女
性
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
が
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。
更
に
今
後
は
、
高
齢
化
の
進

行
、
国
際
化
の
進
展
な
ど
、
ま
す
ま
す
多
岐

に
わ
た

っ
て
社
会
が
安
化
し
て
い
く
と
忠
わ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
の
社
会
進
山
と
は
う
ら
は

ら
に
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
つ
く
ら
れ
た
女

性
に
付
す
る
偏
見
や
、
不
市
r
等
な
祉
会
慣
習

は
、
い
ま
だ
に
恨
強
く
桟
さ
札
て
い
ま
す
&

国
際
婦
人
年
(
昭
和
五
十
年
)
を
契
機
に

し
て
、
女
性
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
世
界
的

に
世
論
が
高
ま
リ
、
ま
た
た
性
の
述
慌
に
よ

勺
て
、
的
極
的
に
女
性
に
関
す
る
間
.
勉
へ
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
訟
の
な
か
で
、
上
田
市
で

も
女
性
の
問
題
に
つ
い
て
学
習
活
動
い
か
前
発

化
し
、
策
定
へ
の
要
望
も
あ
り
、
こ
の
動
き

を
受
け
て
平
成
元
年
九
月
に
は

「
上
回
市
婦

人
行
動
計
画
策
定
委
員
会
(
松
凹
幸
子
委
員

長
ほ
か
十
川
人

ご
が
発
足
し
、
計
画
の
策
定

に
あ
た
リ
ま
し
た
。
延
べ
六
十
八
回
に
及
ふ

会
合
の
ほ
か
、
先
進
地
悦
祭
や
フ
寸
|
ラ
ム

の
開
催
、
婦
人
問
題
意
識
調
主
な
ど
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き

ま

し

た

何

度
J
U
検
討
、
調
強
を
重
ね
て
、

今
年
三
月
二
十
六
日
、
「
k
出
市
次
性
行
動
計

画
案
」
を
市
長
に
報
管
し
ま
し
た
e

男
女
と
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
巴
参
加
を

こ
の
計
画
は
「
市
民
に
よ
る
山
民
の
た

め
の
計
画
」
で
す
。
市
民
が
お
五
い
の
人
格

を
尊
重
し
、
男
女
の
平
等
を
阻
害
す
る
問
題

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
男
女
と
も
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
加
し
て
、
よ
り
よ
い
家

庭

・
地
域

・
社
会
を
築
き
あ
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平

成
三
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
平
成
じ
年
度

を
目
標
と
す
る

4
か
年
計
闘
で
す

主
要
課
題
に
、
教
育
・
社
会
参
加
・

社
会
福
祉
な
ど

7
頂
目
を
設
定

基
本
は
人
権
・
男
女
共
同
・
連
帯

女
性
の
地
位
向
土
、
男
女
平
等
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
上
田
市
女
性
行
動
計
画
は
、
そ

の
松
本
的
な
与
え
と
し
て
次
の
三
つ
を
あ
げ

て
い
ま
す
u

-
基
本
的
人
権
の
保
障
と
平
和
を
め
ざ
し
て

・
男
女
と
も
に
、
性
別
役
割
分
業
意
識
か
ら

開
放
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共
同
参
加

で
さ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

-
だ
れ
も
が
健
康
で
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
に
、
連
帯
の
あ
る
社
会
の
創
造
を
め
ぎ

し
て
以
上
の
泊
目
を
正
本
と
し
て
、
女
性
行
動

計
闘
の
主
要
課
.
也
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
体

系
化
し
ま
し
た
{
主
要
課
題
の
体
系
は
凹
へ

l
，
ン
)

山
男
反
共
同
社
会
を
め
ざ
す
教
育
の
推
進

ω男
女
平
等
珂
念
に
法
づ
く
家
庭
の
制
泣

山

w
k性
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
条
件
挫
備

制
労
働
の
権
利
レ
』
保
障

問
地
康
の
附
滋
一
と
叫
性
の
保
護

副
社
会
加
祉
の
充
実

川
国
際
交
流
の
推
進

女性行動計画の策定委員会の機子

3月26目、女性行動計画案を市長に提出

「婦人」という!JYiび万は、「成人女性」や「既婚女

性を指す愈昧合いガ強く、女性に関する問題|ま生涯

の問題としてとらえることガ必要|こなるので、「土田

市女性行動計画」としましだ。

7 広報うえだ3.5.(31 



女性行動計画

の

主要課題

男女共同社会をめざす教育の推進

1.家庭における男女平等の教育の推進

2.学校などにおける男女平等の教育の推進

3.地域における男女平等の教育の推進

推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す

上
岡
市
女
性
行
動
計
画
を
推
進
し
、
目
標

を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
推
進
体
制

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
推
進
体
制

と
し
て
、
次
の
四
項
目
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
推
進
体
制
の
整
備
に
関
し
て
、
方

向
づ
け
を
す
る
意
味
で
の
実
地
計
画
の
策
定

に
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

男女平等理意l之基づく家庭の創造

1 .家庭をめぐる社会慣習の見直しと法制度の整備

2.家庭における男女平等の推進

3.家庭生活の安定と生活技能の習得

女性の社会参加を促進する条件を整備

l市民活動への参加を促進

2.政策・方針決定過程への参画促進

国閣
斥
内
女
性
行
政
推
進
体
制
の
整
備

園
協
議
機
関
の
設
置
を
検
討

画
市
民
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
行
政
と
の
連
携
の
促
進

国間
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備

l.労働環境の整備

2.農業・商工業など自営業に携わる

女性の自立促進

3.再就職のための職業能力の開発

健康の増進と宙性の保謹

1.健康の保持と増進

2.母性の尊重と保護

3.性の尊重

1.家庭生活の安定

2.高齢者の生活の安定

3.高齢者の医療と介護の充実

4.長寿社会への新しい発想、と取り組み

5.心身障害者のための諸制度の充実

6.地域福祉活動の推進

(4J 広報うえだ3.5.1 

国際受流の推進



上田市婦人行動計画策定委員会委員長

松田幸子さん (60歳・御所)

(上回女子短期大学教授)

男性II女性lL'~ lしに
人間られ、自分ら t¥ 

策定を

上
田
市
の
女
性
行
動
計
画
策
定
に
携
わ

っ
て
以
来
、
多
く
の
人
が
わ
た
し
に
さ
ま

ざ
ま
な
疑
問
や
意
見
を
投
げ
か
け
て
き
ま

し
た
。
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
悶
定
す

る
こ
と
が
な
ぜ
悪
い
の
か
。
昔
か
ら
そ
の

よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
の
に
」
「
女
性
が
社

会
に
出
れ
ば
子
ど
も
の
家
庭
教
育
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
、
更
に
学
力
低
下
が
ひ
ど
く

な
る
」
と
言
う
男
性
も
い
ま
し
た
。¥ぞ?農1 

バーノ

縫えT

そ
の
よ
う
な
芦
を
背
後
に
受
け
な
が
ら
、

わ
た
し
た
ち
策
定
委
員
は
、
行
動
計
画
に

つ
い
て
の
講
演
を
聞
い
た
り
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
先
進
地
視
察
や
他
市
町
村
の
デ

ー
タ
の
分
析
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
市
の
婦
人
問
題
の
意
識
調
査
を
行
い
、

市
民
の
声
を
聞
く
た
め
の
フ
才
|
ラ
ム
を

聞
い
た
り
、
こ
の
問
題
に
関
係
す
る
機
関

に
出
向
い
て
意
見
を
伺
っ
た
り
し
ま
し
た
。 A 

策
定
め
過
程
で
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た

こ
と
は
、
男
女
の
不
半
世
帯
や
女
性
の
地
位

を
低
下
さ
せ
て
い
る
も
の
が
、
性
別
役
割

分
業
立
識
の
闘
定
化
と
、
そ
こ
か
ら
派
生

す
る
制
度
や
慣
習
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
結
果
、
書
き
終
え
た
行
動
計
画

を
読
み
通
す
と
、

「
固
定
的
性
別
役
割
分
業

意
識
か
ら
の
向
由
」
と
い
っ
た
よ
う
な
言

葉
が
多
く
な
り
、
委
員
の
中
か
ら
も
な
ん

と
か
で
き
な
い
も
の
か
と
の
発
言
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
意
識
的
に
そ
の
ま
ま

残
し
た
理
由
は
、
世
界
各
国
の
女
性
行
動

計
聞
の
指
針
で
あ
る

「
女
子
差
別
撤
廃
条

約
」
に
お
い
て
、
男
女
双
方
の
社
会
と
家

庭
で

の
役
割
の
悶
定
化
を
排
斥
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は
母
性
を
差
別
の
根

拠
に
し
な
い
こ
と
、
子
ど
も
の
長
育
は
男

女
と
社
会
全
体
の
共
同
責
任
で
あ
っ
て
、

男
女
と
も
家
庭
を
は
じ
め
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
と
も
に
そ
の
一
員
と

し
て
自
ら
の
責
任
を
果
す
も
」
と
の
重
要
さ

が
強
調
き
れ
て
い
ま
す
。
上
田
市
の
行
動

計
画
も
、
線
本
は
そ
こ
に
あ
る
と
訴
え
る

た
め
に
は
、
閉
じ
言
葉
の
繰
り
返
し
も
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
条
約
の
主
旨
を
理

想
と
し
、
上
田
市
の
男
性
も
女
性
も
と
も

に
人
間
ら
し
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て
こ
の
行

動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

女
性

F
目
覚
め
?
セ
;
に
は

男
性
ヤ
う
の
改
革
f
T

菅
沼
性
一
さ
ん

(
五
十
四
歳
・
上
塩
尻
)

上
田
市
婦
人
行
動
計
画
策
定

委
員
の
一
人
と
し
て
約
一
年
半
、

策
定
の
仕
事
に
か
か
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
わ
た
し
な
リ
の
理
解
で

は
、
「
女
性
一
人
ひ
と
り
を
目
覚

め
さ
せ
る
た
め
」
に
女
性
行
動

計
画
が
必
要
で
あ
る
と
と
ら
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
男
性
側

が
よ
く
理
解
し
、
ま
ず
男
性
か

ら
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
女
性
行
動
計
画
と
は

い
っ
て
も
、
こ
れ
は
女
性
も
男

性
も
協
力
し
て
や
っ
て
い
か
な

い
と
、
こ
の
計
画
は
進
ま
な
い

よ
う
に
思
う

の
で
す
。

ま
ず
、
自

分
自
身
を
ど

男性から

ひとこと

の
よ
う
に
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
、
自
己
変
革
を

試
み
ま
し
た
。
食
事
の
後
片
づ

け
を
手
伝

っ
た
り
、
ご
み
を
捨

て
る
煩
当
に
な
っ
た
り
・:
。
継

続
す
る
こ
と
が
い
か
に
燥
し
い

か
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
策
定
し
た
女
性
行

動
計
画
は

「
委
員
の
手
作
リ
の

行
動
計
画
に
し
よ
う
」
と
い
う

こ
と
で
、
委
員
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
部
門
で
執
筆
し
て
い

る
の
で
、
手
作
り
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

現
代
で
も
、
女
性
が
家
に
い

れ
ば
、
男
性
に
は
確
か
に
都
合

は
い
い
は
ず
で
す
。
ど
の
よ
う

な
形
で
も
、
女
性
に
社
会
参
加

を
さ
せ
る
よ
う
な
心
配
り
が
男

性
に
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

で
す
か
ら
こ
の
計
画
を

進
め
る
う
え
で
、
男
性
向
け
の

講
演
会
や
勉
強
会
な
ど
を
設
け

て
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
理

解
が
な
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

7 広報うえだ3.5.[5] 



t~ 
4 
の
フ

ご
み
A
W
量、

驚
手
ま
し
た

四
月
十
五
円
、

ト
八
H
の

い州日、

'H
治
会
長
き
ん
に
卜
山

の
地
設
な
ど
を
比
て
も
ら
お

う
と
、
地
殻
研
修
川
町
寮
が
行

わ
れ
ま
し
た
二
日
間
て
ぺ

|
七
人
が
参
加
し
、
市
民
の

お
八
ム
問
、
高
速
道
建
設
予
定

地
、
上
問
削
泣
館
、
長
野
トヘ

学
な
ど
九
か
所
を
川
肉
祭
ー
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
{目
写
真
}

で
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運

び
込
ま
れ
る
ご
み
の
吊
に
改

め
て
汚
い
て
い
ま
し
た
。

，.. 

梅野町イベント広場が今年も 4月14日、オ

ープンしました。この制は、広場開設式のあ

と、西.u:保育l羽児による r、レード(=写真)

や真凹陣太鼓、消防レスキュー隊による悦j陀

演技などが披説され、彩りを添えました。
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大
手
町
の
巻

(6) 7 

大手門のあった商工会議所付近

広報うえだ3.5.
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上
回
築
城
以
来
、
町
名
が
進
参
(新
参
)、
山
一

手

(大
手
)
と
交
互
に
た
び
た
び
変
わ
り
、
昭

和
三
卜
九
年
に
よ
千
町
と
な
り
ま
し
た
=

城
の
建
設
が
ま
だ
完
全
に
終
わ

っ
て
い
な

い

天
正
十
三
年
、
徳
川
町
単
は
大
手
門
を
突
破
し
て

こ
の
九
に
迫
り
ま
し
た
が
、
「
武
上
屋
敷
市
桜
ア

ル
処
也
」
(
「
武
徳
制
年
集
成
」
)
ど
大
手
の
様
チ

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
『

築
城
当
時
は
城
下
町
が
小
規
模
で
、
大
手
門

(
現
商
工
会
議
所
付
近
)
か
ら
二
の
丸
ま
て
の

通
り
に
、
武
士
犀
散
と
市
街

(尚
家
)
が
並
ん

で
い
た
の
で
し
た
e

そ
の
こ
ろ
の
武
土
屋
数
は
新
参
者
の
住
阿
別
だ

っ
た
の
で
す
が
、
仙
石
氏
時
代
に
な
リ
ま
す
と

上
級
武
士
た
ち

の
軒
住
区
と
な
り
、
訟
平
氏
時

代
仁
川
一
千
通

(大
手
通
と
同
じ
)
と
命
名
、
明

治
十
年
代
に
進
参
町
(
そ
の
後
、
新
参
町
)
と

改
称
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
玄
関
前
の

寸
明
治
天
皇
行
作
所

跡
」
の

石
碑
は
、
明
治
十
一
年
の
北
陸
巡
幸
の

際
、
天
皇
が
宿
泊
さ
れ
た
場
所
を
記
念
す
る
碑



苗木の頒布に長い列

「ツツジくださ~い」と、苗木の

無料頒布におおぜいの人のヂIJ一。「緑

のまつり」が4月6臼、 7日、上回

城跡公国西口付近て聞かれ、サツキ、

カキなど約6，000本が自己られ、好評で

した

r上田地繊広蟻行政

事務組合」に一本他

L
L
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
は
阿
月
一
目
、

上
田
地
域
保
健
環
境
地
設
組
合
お
よ
ぴ
上
小
老

人
福
祉
砲
設
組
合
と
統
合
し
、
名
称
も

「
上
園

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
」

「
複
合
組
合
)
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
広
域
行
政
体

制
の
簡
素
効
率
化
、
広
域
事
業
の
実
施
体
制
の

強
化
な
ど
を
目
的
に
一
本
化
し
た
も
の
で
す
。

マ
事
務
局
上
回
市
大
字
上
回
原
一
六
回

O
(
包

⑫
2
1
3
0
)
 

市
職
員
人
事
異
動
②

4
月
1
日
付
け

-
係
長
級

マ
嵐
悶
支
所
庶
務
振
興
係
長
兼
住

一

民
係
長
(
庶
務
振
興
係
長
)
務
掛
正
一

昭
マ
管
財
係
長
旅
笠
記
係
長
{
下
一

水
道
謙
普
及
係
長
)
市
村
良
夫
マ

一

周
度
運
用
係
長
(同
和
教
脊
係
長
)小

一

林
久
敏
マ
市
民
税
第
二
係
長

(土

…

地
改
良
諜
管
照
係
長
)
宮
悶

篤

マ

…

厚
生
課
編
祉
係
長
兼
編
社

4
務
所
厚
一

グ〉

ニ常
-日間
1，耐 i間剖毘
司、 iμ，バl
巾 IY

• "J~‘暖そ下門
喧『もF 常 祭

満開の桜の=予Fi壱長与ドム:
グ〉カf

問五年たリ臼文4トイ堂立れ毘四
児 日 の J地也 、堂?椅禅骨幣iは ま j沙少 月
たは教 。寺 カか‘師江し門十
ち近育い 1千二らが戸た 2堂主四
の<j道直わ屋こ岩 H寺 。跡跡、
奈の場ぱをこ門代毘で十
ヤ 保 育続への、沙行五
'.育十少け移大柄三門わ日

-1 
1>とき 5月8日(I)C)、 7月10! 

日(村、 9月11日(村、 11月13日(1)，)

: 1>ところ 上回商工会議所

! 1>問い合わせ (社)発明協会長
!野県支部 (宮0262⑫5559)

発明相談会へどうぞ

マ
と
き
五
月
卜
五
日
附
午
後
六

即

時
三
十
分
1

マ
と
こ
ろ
ホ
テ
ル

説

上
回
東
急
イ
ン
{
天
神
二
マ
内

隊

集

容

①
隊
員
の
近
似
を
映
画
に
よ
勺

力

募

)

協

相
介
②
O
B
・
O
G
に
よ
る
体
験

外

談
、
応
募
相
談
な
ど

マ
対

象

開

峨

発
途
上
に
あ
る
国
々
へ
技
術
を
持
つ

，
-a 
脊

た

二

十

i
三
十
九
歳
ま
で
の
青
年
男

女

冷
h

e

北
福
祉
係
長
{
業
務
剖
聞
は
眠
時
係
長
}

h

間
利
幸
マ
日
齢
者
福
祉
線
医
療
給
…

付
係
長

(
母
チ
授
は
拭
)
坂
口
千
鶴
子
…

マ
児
積
一保
育
諜
施
設
係
長
(
保
育
…

線
地
設
係
長
萩
保
育
係
長
}
林
和
男
一

マ
児
来
保
育
課
保
脊
係
長

(
乳
児
…

院
長
)
平
林
wm歳
マ
報
恩
資
業
務
…

係
長
(
中
広

m事
業
所
長
)
竹
内
常
一

辺

マ

産

院

柑
U
X

(

岡
崎
長
心
得
)

横
田
ゅ
う
ιJ

マ
公
間
管
理
事
務
所
一

悠
備
係
長
(
工
事
係
長
}
西
山
金
治

一

マ
下
水
謀
者
及
係
長
(
よ
悶
地
域

一
現
段
仙
他
殺
組
合
液
晶
印
図
庶
務
係
長
}

滝
沢
幹
男

マ
文
化
係
長

一時
物
館

庶
務
学
芸
係
長
)
寺
島
附
山
人
マ
同

和
教
育
係
長

(
第
一
学
校
給
食
セ

ン

タ
ー
庶
務
係
長
)
竹
内
義
彦
マ
上

凶
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
引
務
局

庶
務
係
長
兼
企
画
娠
興
係
長

(搬
出
掛

資
業
務
係
長
)
水
沢
賢
一
マ
応
急

工
予
係
長

(議
会
事
務
局
主
税
)
遠

藤
稔
マ
行
政
管
製
係
長
(
総
務
諜

主
査
)
井
上
晴
樹
マ
厚
生
務
自
明
人

係
長
(庶
務
課
主
査
)
綱
仏
ツ
ナ
江

マ
乳
児
院
長
祇
産
院
業
務
係
長

(資

産
税
課
主
査
)
縦
尾
正
広
マ
母
子

閥
抗
長
{
社
会
課
主
K
R
)

尾
崎
光
子

マ
働
く
婦
人
の
家
館
長
{
図
方
館
主

公
}
山
崎
市
相
チ

マ
土
地
改
良
謀
役

術
第
一
係
長
一
土
木
課
主
査
}
大
塚

一
典
マ
股
村
下
水
道
議
怨
設
係
長

(土
地
改
良
剤
師
主
査
)
佐
藤
雄
次

マ
住
宅
係
長

(管
制
祉
課
主
査
)
小
山

兆
マ
都
市
計
削
深
淵
資
計
画
係
長

(高
速
交
通
謀
主
査
)
柳
沢
静
夫

マ
都
市
開
発
課
区
画
的銀
河
一
係
長
(
土

‘
で
す
行
在
所
(
宿
本
行
)
レ
一な
っ
た
の
は
、
洋

一
風
三
階
建
の
モ
ダ
ン
な
上
回
街
学
校
(
現
清
明

E

小
字
校
の
前
身
)
て
し
た
。
こ
の
学
校
は
後
に

E

上
田
町
時
学
高
等
小
学
校
分
教
場
と
な
リ
ま
す
が
、

E

明
治
三
卜
一
年
に
焼
失
、
久
米
由
太
郎
校
長
は

骨
引
責
自
殺
し
ま
し
た
n

E

当
時
、
久
米
校
長
の
住
宅
は
片
平
町
(
現
大

和
手
二
丁
目
)
に
あ
り
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
長
男

唱
の
正
統
は
八
様
で
し
た
。
後
に
流
行
作
家
と
な

引
っ
た
彼
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
『
父
の
死
三
大
正

車
五
年
}
は
、
上
回
街
学
校
焼
失
事
件
を
モ
デ
ル

一
に
し
た
作
品
で
す

『
吾
が
少
年
時
代
』
に
も
、

世
明
治
三
十
年
前
後
の
上
回
の
思
い
出
が
語
ら
れ

w

て
い
ま
す
戸

E

作
家
有
Jμ
川
武
郎
が
こ
の
町
を
訪
れ
た
の
は
、

配
大
正
五
年
て
し
た
「
士
桜
町
と
て
も
い
つ
よ

唱
う
な
古
い
軒
並
み
の
町
」
と
『
信
濃
日
記
』
に

引
書
い
て
い
ま
す
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
武
家
屋
敷

唱
の
而
影
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
旧
上
岡
市
立

恥
図
書
館
(
現
石
井
悌
三
美
術
館
}
の
建
物
も
そ

E

の
こ
ろ
の
も
の
で
、
大
正
則
の
洋
風
建
築
を
代

F

表
す
る
文
化
財
と
し
て
有
名
で
す
。

4--rd
，，、4.
，』E
，E4.
，R4.
，u--F
4.
，F、
d.，、4・・E4
・'1a削
r
a--ea.
，V4.
，v
d
，Fa--Fd
，ra--

-
本
線
、
宅
配
さ
町
岡
寿
男

マ
建
築
係

長
(
怨
築
総
主
流
)
岡
村
和
附
マ

業
務
謀
総
理
係
長
{
都
市
計
画
課
主

査
)
片
山
久
男
マ
工
務
総
工
事
係

長
(
工
務
課
主
流
}
絞
崎
修
一
マ

第

一山
下
校
給
食
セ

ン
タ
ー
庶
務
係
長

(保
健
予
防
線
主
炎
)
飯
ぬ
邦
縦

マ
博
物
館
庶
務
字
芸
係
長
続
史
跡
公

悶
管
即
日事
務
所
長
(
青
少
年
課
主
査
}

山
田
源
保
マ
よ
問
地
域
広
滅
行
政

事
務
組
合
清
浄
闘
庶
務
係
長

(消
浄

国
主
査
)
成
沢
英
之
マ
附
テ
レ
コ

ム
・
ユ
!
派
巡

(
商
工
総
主
資
)

一
鈴

木

栄

次

マ

一
産
院
婦
長
心
待

(・ぽ
院
主
上
町
)
竹

一
回
利
子

7 広報うえだ3.5.{ア}
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1> r山路こえて」山野原いそ了 p 

r勝者もなく敗者もなく」曽野綾子

じ>r雨月」立松和平 仁>r赤穂浪士

四十八人目の男」大仰次郎 1> r風

背き思惟の峠に 上・下J右逮俊郎

じ>f武器よさらば」続本治 1> f心

が芯つくらとした午後」室rnn哲子
I>f社一長の椅子」二.戸岡道夫 I>f大

学入試ー改革の試み」鰭崎i告 I>rい

ま、 地球の子供たちはj N HI<取材

班 1> r私の履歴書」探本幸- 1> 

「とリかへばや男と女J河合隼雄

1> r夜のチョコレート」森磯子 い
「逆転の民」拓植久慶 1> f手1)1:木と

秀吉」邦光史郎 1> f世界でいちば

ん熱い鳥」小林信彦 1> rあなたな

んか」塚田あけみ 1> rかぎりなく

子どもの心に近づきたくて」山際俊

三 じ>r十 4七歳」畑山博 じ>r妖の

日本史」 三谷莱沙夫 1> fシュガー

タイム」イサ11洋子 1> r妊娠力レン

グー」小川洋子 1> r90年代のアダ

ムとイウ;j上野千鶴子 1> r小説の

デザインJ 柴田徹士 1> rふりむけ

ば、ひとの愛」 玉川良_ 1> r女を

叱る文句」諸井燕 1> r世紀末の思

想、と建築J磯崎新 I>f秘境の名犬」

信州川上犬保存会 I>r東京の横丁」

永井龍男

市
内
で
拘
人
が
活
躍

だ
こ
と
を
広
め
た
り
、
市
の
保

健
の
仕
事
が
地
域
全
体
に
行
き

渡
る
た
め
の
お
手
広
い
を
し
て

い
ま
す
。

保
健
補
導
員
は
、
各
自
治
会

か
ら
推
薦
さ
れ
、
市
内
で
は
三

地
区
に
は
、
保
健
補

導
員
と
い
う
人
が
い
る

そ
う
で
す
が
、
い
っ
た
い
ど
ん

Q 

地
域
の
健
康
守
る

「
保
健
補
導
員
」

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

百
四
十
五
人
が
活
躍
し
て
い
ま

す

(各
自
治
会
一
人
以
上
)。

保
健
補
導
員
は
、
健

原
で
明
る
い
上
田
市
を

つ
く
る
た
め
に
、
病
気
の
予
防

や
健
康
増
進
に
つ
い
て
勉
強
し
、

家
庭
や
地
区
の
皆
さ
ん
に
学
ん

A 

自
ら
進
ん
で
実
践

保
健
補
導
員
の
具
体
的
な
仕

事
は
・・・
。

マ
研
修
会
に
参
加
し
ま
す

任
期
二
年

の
7
ち
、
月
一
回

の
割
合
で
研
修
会
を
受
け
、
学

ん
だ
こ
と
を
機
会
あ
る
ご
と
に

地
区
の
人
に
広
め
ま
す
。

マ
検
診
の
啓
も
う
を
し
ま
す

市
が
行
う
が
ん
検
診
、
基
本

健
康
診
査
、
乳
幼
児
健
診
な
ど

に、

一
人
で
も
多
く
受
診
す
る

よ
う
、
お
勧
め
の
声
を
か
け
ま保健補導員の研修会

す
。
マ
大
腸
が
ん
検
診
に
協
力
し
ま

す大
腸
検
診
は
自
宅
で
便
を
取

る
だ
け
の
簡
単
な
検
診
。
保
健

補
導
員
は
、
こ

の
容
器
を
配

っ

た
り
集
め
る
仕
事
も
し
ま
す
。

マ
健
康
教
室
を
開
き
ま
す

各
自
治
会
で
一

1
二
年
に
一

回
は
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

マ
地
区
の
健
康
問
題
に
目
を
向

け
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
保
健

婦
と
連
絡
を
取
り
合
い
ま
す
。

以
上
、
多
く
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
諜

{内
線
1
3
7
8
)
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外
観
に
凹
凸
な
く
、
耐
震
性
を
考
慮

良
い
住
宅
と
は
、
と
い
・
7
聞

い
に
答
、
え
る
の
は
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
住

む
人
の
生
活
の
あ
り
方
て
千
差

-
町
並
み
に
マ
ッ
チ

外
観
は
一

戸
だ
け
の

L
の
で

は
な
く
、
町
並
み
を
構
成
す
る

良
い
住
宅
と
は

万
別
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
て
、
こ
‘
ニ
、
は
、
一
戸

栓
陀
宅
に
住
む
原
市
的
な
一
一
般

家
庭
の
た
め
の
、
良
い
住
屯
の

要
件
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
す
。

一
wm-似
ロ
山
地
和
感
め
な
い
外
観

で
あ
る
こ
と

L
ポ
イ
ン
ト
で
す

ま
た
、
州
出
り
防
止
の
た
め
、

外
観
に
凹
凸

が
少
な
く
複
雑
で

な
い
こ
と
。
耐
良
性
を
考
慮
し

て
、
一

階
と
二
階
の
性
位
置
が
、

な
る
べ
く
重
な
っ
て
い
る
間
・
取

り
で
あ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

-
風
通
し
が
よ
い

風
通
し
が
よ
く
、
光
が
じ
ゅ

う
ぶ
ん
入
る
こ
と
た
だ
、
夏

場
の
強
い
日
光
が
、
あ
ま
り
・需

内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
号
、
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
大
切
で
す

互
の
強
い
臼
光
、
強
い
同
日
な

ど
は
主
温
を
異
常
に
向
く
し
ま

す
酌宅
内
の
挽
%
が
し
ゅ
う
よ
ん

で
き
る
よ
う
に

.1
た
さ
れ
て
い

る
こ

E

窓
な
ど
を
開
閉
し
な

く
て
も
換
気
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い
と
、
空
気
の
汚

れ
に
気
が
つ
か
な
い
場
合
が
多

い
も
の
で
す

-
そ
の
他
に
も

マ

M
m一に
客
数
を
取
勺
て
い

な
い
附
取
り

で
あ
る
こ
と

マ
助
線

{
人
の
作
動
線
}
の
よ

い
川
取
り
で
あ
る
こ
と
。

マ
収
納
に
つ
い
て
、
じ
?
っ
ぷ

ん
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
.

マ
家
u.ハ
の
配
置
が
無
期
引
な
く
で

ル
昔
、
ヲ
ハ
V

、
」

L
」
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用
ロ
∞
に
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っ
だ
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の
、
ほ

し
い
も
の
ガ
あ
り
ぎ
し
疋
ら

生
活
環
境
課
〈
内
線
1
3
9

0
〉
へ
ご
連
絡
を
。

一
直
ゆ
ず
り
ま
す

一

マ
ベ
ビ
|
ラ
ァ
ク

五
千
円

マ
五
気
の
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五
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無
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「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

してい疋だくページです。次を参考に、市役所

秘書課(〒386大手1-11一旬、内線1112)ま

でどんどんご応募〈定さい。

マイタウン提言 〈詳細は次ページ〉、上回再発

見・ここが好き〈あなたの怒きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上田 (昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わ疋しの夢 (21

世紀の上田市を描いた夢のある小・中学生の絵

画〉、なかま〈サークル、グループの紹介〉

。)>

匂;泊怠 :m:'S:'.~か

JMi小;絵
こ1国民遺言
川 直f襲
好三主 義
-:t見

⑪ 

国
分
寺
道
(
岩
門
)

マイ
タウン
MYTOWN 

||提|言|

-:・
ム7
月
の
テ
1
マ
・:

現
代
の
子
、
ど
も
の

教
育
に
ひ
と
こ
と

パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
、
塾
通
い
な
ど
…

…
社
会
風
潮
の
変
化
と
と
も
に
子
ど
も

一

一
の
遊
び
方
、
家
庭
や
学
校
で
の
教
育
…

一
も
、
以
前
と
は
だ
い
ぶ
変
化
し
て
き
…

一
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
の
子
ど
も
た
ち
…

一
を
見
て
、
現
在
の
教
育
に
対
し
て
思
…

…
う
こ
と
、
提
言
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。…

宮原隆三
(71歳・秋和)

子
ど
も
の
遊
び
に
理
解
を

遊
び
ほ
ど
子
ど
も
を
生
き
生
き
と
さ

せ
る
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
ι

子
ど

も
を
理
解
し
、
よ
く
つ
か
も
、
7
と
す
る

な
ら
遊
び
を
見
つ
め
、
遊
び
の
中
に
入

る
こ
と
で
す
。
遊
び
の
中
に
は
、
子
ど

も
の
心
身
の
発
達
に
欠
く
、
」
と
の
で
き

な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
発

見
で
き
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
大
人
た
ち
の
中
・
に
は
遊
び

を
忌
避
し
よ
う
と
し
た
り
、
社
会
悪
に

お話

宮島和雄1
(64，泌岩門)

岩
門
城
の
土
塁
残
る

笹
井
方
面
か
ら
国
分
寺
へ
通
じ
る

道
と
し
て
、

い
つ
の

こ
ろ
か
ら
あ
っ

た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り

昔
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

て
は
、
地
元
の
人
も
あ
ま
り
利
用
し

な
い
ほ
ど
の
狭
い
道
(
三
尺
道
路
)

で
、
岩
門
の
集
落
内
で
は
岩
門
神
社、

中
世
の
出
城
で
あ
っ
た
岩
門
城
跡
、

そ
し
て
活
文
禅
師
が
寺
子
屋
を
開
い

つ
な
が
る
も
の
だ
と
い
う
よ
う
な
偏
見

が
強
い
よ
う
で
す
。
学
校
て
も
家
庭
で

も
子
ど
も
の
泣
ぴ
を
理
解
し
、
新
し
い

遊
び
を
も
っ
と
積
極
的
に
す
す
め
指
導

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
2

森より子三
(39歳・下家郷)

い
っ
し
ょ
に
過
ご
す
時
間
を

子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、
自
分
の
子

ど
も
時
代
を
、
よ
く
思
う
昨
今
で
す
。

わ
た
し
が
家
庭
を
持
ち
、
い
ち
ば
ん
岡

勺
た

ニ
と
は
、時
間
の
使
い
方
で
あ
り
、

衣
食
住
の
持
ち
方
で
し
た
。
親
か
ら
は
、

た
と
い
う
大
目
立
跡
を
通
リ
、

林
へ
と
抜
け
ま
す
る

そ
う
で
す
ね
、
自
動
車
が
普
及
す

る
ま
で
は
(
昭
和
初
年
代
)
、
地
区
の

人
た
ち
も
け
つ
こ
う
通
り
ま
し
た
よ
。

こ
と
に
、
八
日
堂
縁
日
の
と
き
は
、

か
な
り
の
往
来
が
あ
り
、
冬
受
の
も

と
、
だ
る
ま
を
買
い
求
め
て
歩
〈
人

の
姿
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
、
「
木
城
」
と
い
う

地
籍
で
、
上
回
城
よ
り
古
い
と
さ
れ

る
岩
門
城
の
土
塁
が
一
部
残
っ
て
い

ま
す
a

ま
た
、
佐
久
間
象
山
が
、
蒼

久
保
の
竜
桐
院
か
ら
通
い
な
が
ら
学

ん
だ
大
白
堂
は
、
地
区
の
公
会
堂
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

久
保

[10) 7 広報うえだ3.5.

緑
を
ち
っ
と
摺
や
し

τ

上
野
由
美
子
ち
ゃ
ん

(
小
四
年
)，池

. 
・.・

町
、
三
二

川
マ
μ
・~

J
F
 



モー>
常田町通り
( U7HII9年)

必
要
以
上
に
物
を
受
け
ら
れ
ず
に
、
成

長
し
ま
し
た
が
、
今
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

物
と
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
す
ぎ
る
情
報
を
提

供
さ
れ
て
い
る
下
ど
も
た
ち
が
、
大
人

に
な
ゥ
て
、
こ
の
あ
た
り
ま
え
の
生
活

を
て
き
る
だ
ろ
う
か
と
、
必
慮
す
る
大

人
は
、
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
良

い
教
行
を
与
え
た
い
か
ら
槻
か
必
叱
て

働
く
、
そ
れ

L
一
刷
で
す
か
、
時
間
を

工
耐
し
て
、
チ
と
も
時
代
を
い
っ
し
ょ

に
過
ご
す
、
こ
れ
も
一
則
だ
と
・

-
次
回
(
六
月
一
日
号
)
は

7
u
R
上
田
駅

周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て
」
で
す
。

先
月
ニ
ト
問

u、
市
で
は

J

R
上
田
駅
間

辺
に
、
長
則
刷
版
抗
し
て
あ
る
山
松
市
を
撤

去
し
ま
し
た
駅
前
は
仁
川
市
の
主
問
で
す
。

訪
問
先
の
京
の
い
ふ
閃
か
、
靴
て
あ
ふ
れ
て
い

た
ら
、
ど
ん
な
に
き
れ
い
で
、
モ
ダ
ン
な
つ

屈
託
の
な
い
現
代
っ
子

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
幼
稚
閑
の
こ

ろ
か
ら
も
う
勉
強
、
勉
強
、
テ
ス
ト
の

述

統

よ

り

よ

い

学

校

へ
進
む
た
め
に

は
、
執
が
必
別
条
件
の
よ
う
な
現
巾
品
ん
で

あ
る
が
、
こ
の
獄
、
わ
た
し
た
ち
た
人

が
思
う
ほ
ど
市
制
に
は
感
ヒ
な
い
況
代

7
fの
川
比
の
な
い
よ
さ
と
山
中
せ
ま
し

よ
従う
'ヲ

L 

「
ウ
チ
の

f
は
勉
強
も
せ

す
、
パ
ソ
コ
ン
に
熱
中
し
、
合
め
い
さ
つ

'目、

も
し
な
い
」
う
ん
ぬ
ん
と
叱
か
る
の
は

ま
E的
は
ず
れ
の
逆
効
呆
。
現
代
っ
子
た
ち

は
、
こ
の
へ
ん
の
バ
ラ
ン
ス
を
き
ち
ん

と
と
ら
え
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
塾
の

必
要
悪
諭
は
い
か
が
な
も
の
か

な
お
、
前
近

f
ど
も
の
仰
、
聞
が
問
題

に
な
3

て
い
る
か
、
生
徒
ら
が
数
多
〈

山
人
リ
す
る
職
H
H
主
が

仰
紫
州
J
U
う
も

う
砂
こ
そ
思
い
見
本
て
は
あ
る
ま
い
か

(
.
出
名
}

く
り
の
家
て
も
興
さ
め
て
す
よ
ね
。
そ
こ
て
、

あ
な
た
の
提
4d
を
募
集
し
ま
す
‘

{
応
募
方
法
}
投
航
、
屯
品
て
、
五
月
ト
・
九

日
制
ま
で
に
郎
市
課

{
内
総

1
1
1
2

へ

お
願
い
し
ま
す
，
投
ド
仙
の
州場
合
は
比
所
、
氏

れ
、
.
屯
品
番
号
ら
山
沿
い
て
く
だ
さ

い

保

明

者
に
は
「
特
製
タ
オ
ル
」
を
進
円
七
し
ま
す

戦
後
寸
本
町
通
り
L

に

小
林
糟
一
郎
さ
ん

(花
歳
・
本
町
)

当
時
は
、
こ
の
通
り
を
め
初
日
町
泊
り
」
と

呼
ん
て
い
ム
ま
し
た
が
、
紛
ら
わ
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
戦
後
「
本
町
通
り
」
に
変
え
た
い
き
き

つ
が
あ
る
ん
で
す
電
気
館
(
現
東
映
)
は
、

テ
レ
ビ
の
な
い
時
代
で
し
た
の
で
、
唯

一
の
蝦

殺
と
し
て
、
郊
外
か
ら
も
わ
ね
お
ぜ
い

の
人
が
来

て
い
ま
し
た
。
終
帆
伐
に
全
焼
、
駅
前
て
似
砂
川

業
し
た
こ
と
t
u
-
-
-
e
ま
た
、
尚
山
の
の
ぼ
リ
肱

か
快
か
し
い
で
す
ね

写真提供は若林勅滋さん(治下)

町
の
中
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ば
か

り
し
ゃ
な
く
て
、
桜
並
木
や
ち

勺
ち

ゃ
な
川
が
流
れ
、
鳥
や
魚
が
住
ん
で

い
る
と
い
い
な
。
道
路
に
座
っ
て
お

菓
子
を
食
べ
た
り
:・
。
自
動
車
は
禁

止
に
し
て
、
比
少
行
青
天
国
に
し
た
ら

い
い
と
思
う
だ
つ
て
、
排
気
力
ス

は
時
い
だ
も
ん
悦
市
平
均
は
あ
ま
り

な
い
ほ
う
が
い
い
こ
の
ニ
ろ
.
駄

が
少
な
く
な
ゥ
て
き
た
の
で
、
畑
や

た
ん
ぱ
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
な

木
彫
り
グ
ル
ー
プ

くるんです。生き }jも教えてくれ

ますし」と代表のIIlmniじさん内

昭和54年、働 く ~'，~人の家の「耐人

教室」を終了した人たちか1'1主的に

グループ1乍ったのがきゥかけだと

か。「とにかく、おむしろ~ I Jのて興

味のあるかたは働く財人の京へ。

都2・4月眼目、午後6時から8時ま

て、掛川忠夫先セから農民美術的

千ほときを受けています。会uは、
20 fにから 60代まで18 人。任問 LI: ・J~

をしたおと出てくるのて、「なカ・な

か思うように膨れないJ という人

も てら、「皆さん、先生に惚れて

7 広穏うえだ3.5.-軍'Ea
A
q
E
'
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E
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固圃圃剛圃圃圃圃聞です

納
惜
書
を
な
く
し
だ
が
・•• 

{
Q
】
納
付
書
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

{
A
】

納
付
書
の
ほ
か
に
瞥
促
状
、
納
付

番
付
き
催
告
書
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
納
付
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

収
税
課
ま
た
は
国
保
年
金
課
へ
お
い
で
い
た

だ
く
か
、
屯
訴
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
の
ロ
ー
ン
の
返
済
ガ

“滞納すれ.. . 

【

Q
}

住
宅
を
新
築
し
た
と

き
の
口

l
ン
に
加
え
、

車
の
ロ

ー
ン
の
返
済
も
重
な
っ
て
生
活

が
苦
し
く
な
り
、
昨
年
+
月
か

ら
市
税
と
国
保
税
が
払
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
・
:
。

{
A
】

市
税
、
国
保
税
は
ロ

ー
ン
の
返
済
に
優
先
し
て
徴
収

す
る
こ
と
(
地
方
税
優
先
の
原

則
)
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ロ
ー
ン
の
返
済
に
よ
る
滞
納
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
特
別
な
事
情
で
ど
う
し
て
も
一
度

に
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
分
割
納
付
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。

延
滞
金
は
ど
の
く
ら
い
か

【

Q
}

滞
納
し
て
い
る
と
延
滞
金
は
ど
の

く
ら
い
か
か
る
で
し
ょ
う
か
。

{
A
}

延
滞
金
は
、
年
利
一
四
・六
%
(
一

か
月
以
内
は
七

・
三
%
)
で
計
算
さ
れ
ま
す

の
で
、
銀
行
な
ど
で
借
り
て
納
め
た
ほ
う
が

得
に
な
り
ま
す
。

延
滞
金
が
か
な
リ
高
い
の
は
、
完
納
さ
れ

て
い
る
か
た
と
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
で

す
。滞

納
し
だ
ま
ま
で
い
る
と

{
Q
}
市
税
や
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

1
1
J
一

{
A
1
】

滞
納
し
て
い
る
と
、

=

次
め
よ
う
な
不
利
益
が
あ
り
ま

A
凶

=

す
。

i

一
①
制
度
資
金
等
借
入
の
納
税
証

&

一

明
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

、
，
ピ
一

②
滞
納
処
分
に
伴
、
っ
各
種
調
査

，
目
、
=

が
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
勤
務

4じ
=

先
へ
給
与
照
会
や
給
与
調
査
、

内
問
川
一

取
引
先
へ
取
引
状
況
の
調
査
、

.rド'一一
金
融
機
関
へ
預
貯
金
調
査
な
ど

J
u
r
土

に
よ
り
、
社
会
的
地
位
や
信
用

4
4
H
=

を
朱
つ
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ー
ー
ー
し
一

③
屯
話
加
入
権
、
不
動
産
、
預

貯
金
、
給
与
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
公
売
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

{
A
2
}

国
保
税
の
場
合
は
、
こ
の
ほ
か

に
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、
資
格
証
明
書

を
交
付
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

診
療
費
は
全
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

後
日
、
国
保
年
金

謀
へ
申
請
し
て
、

公
費
負
担
分
の
払

い
戻
し
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
行
政
相
談
週
間
・

5
月
口
日

i
m日

-
人
ひ
と
り
の
声
が

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

よ
く
す

「
役
所
の
事
務
処
理
が

誤
っ
て
い
る
と
思
う
が
」

「道
路
な
ど
の
案
内
標
識

は
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う

-

A
H
M
」
BI
l
l
-
-

こ
の
よ
う
な
行
政
に
対

す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
苦

情
、
要
望
、
意
見
を
聞
き
、

解
決
を
図
る
の
が

「
行
政

相
談
」
で
す
。
ま
た
同
時

に
、
行
政
相
談
は
そ
れ
ら

の
事
例
や
、
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
そ
の
後
の
行
政
運

営
に
生
か
す
と
い
う
大
切

な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
と
は

行
政
相
談
は
、
最
寄
り

の
行
政
監
察
事
務
所
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
身
近
で
、

気
軽
な
N

窓
口
M

と
し
て
、
ぜ
ひ

覚
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

仰

が、

「行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
拝

官
が
法
律
に
基
づ
い
て
、
民
間
有

識
者
の
中
か
ら
委
嘱
し
、
全
国
の

市
区
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
は
次
の
四
人
の
皆
さ
ん

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

合
同
相
談
所
を
開
設

五
月
十
二
日
制
か
ら
十
八
日

ω

ま
で
は
「
泰
の
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。
長
野
行
政
監
察
事
務
所
、

上
田
市
な
ど
で
は
、
次
に
よ
り
「
一

日
合
同
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し

(12] 7 広報うえだ3.5.
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納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
め
い
編
を

お
祈
り
し
ま
す

〈二
一月
窟
け
出
分
・
敏
概
略
〉

青

島

慶

之

助

院

内

町

倉

沢

け

さ

を

築

地

作

藤

原

保

光

下

塩

尻

目

昔

掛

治

子

院

内

お

山

田

キ

ク

代

神

畑

臼

丸

山

実

上

川

原

柳

町

内

聞

辺

文

一

岩

下

河

今
月
か
ら
三
年
度
の
市
税
の
納
付
が
始
ま

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
度
ま
で
の
市
税

や
国
保
税
が
完
納
に
な
っ
て
い
な
い
人
が
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
納
め
て
、
一
部
の
人

が
納
め
な
い
の
で
は
公
平
が
保
て
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
収
税
謀
、
国
保
年
金
諜
で
は
、
下

記
に
よ
り
夜
間
窓
口
を
聞
き
ま
す
。

「
昼
間

は
時
聞
が
な
い
」
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

5月21日一24日

夜間窓口を開設します

林

み

ゆ

き

分

去

乃

土
肥
丈

雄

岩

下

山悦

丸

尾

き

ゐ

下

紺

屋

町

白

岡

崎

と

め

下

青

木

内

宮

沢

は

じ

め

新

町

位

堀
之
内
信
雄
上
塩
尻

臼

堀

江

正

吉

北

天

神

町

臼

中
沢

ふ

み

子

大

日
木

口

師

岡

憧

寿

上

紺

屋

町

村川

市
村
美
津
江
塩
田
新
町

内

工

藤

竜

也

新

回

初

富

島

武

一

下

青

木

肝

滝
沢
究

中
常
田

ω

山

崎

ふ

み

江

長

.島

η

中
村
二

郎

赤

坂

η

1>と き 5月21日(刈-24日倒。いず

れむ午後8時まで

1>ところ 収税謀、国保年金課(市役

所 1階)

1>注意 午後6時以降は、西側入口

(宿直室前)からお入リください。

[>問い合わせ 収税課(内線 1301)・

国保年金課(内線 1362)

回
付
友
太
郎
諏
訪
部

関

小
林
帯
夫

九
堀
町

河

大
日
方
孝
三

御

所

η

清

水

オ

ト

ラ

川

辺
町

邸

内

藤

初

子

悶

剖

吉
池
三

郎

緑

が

丘

西

加

西

喜

一

材

木

町

付

佐
藤
刃
一太

十

入

門

横

沢

修

司

中

之

粂

叫

永

浜

喜

代

美

桜

却

大
森

一
男

緑

が

丘

西

川叫

坂
口
初

之

材

木

町

的

丸

山

た

つ

石

神

的似

高
森
典
子

川
辺
町

日

西
沢
ま
さ
と
上
室
賀

日

地

図

義

忠

川

辺

町

筋

佐

藤

美

美

福

田

万

保
母
啓
士
門

小

牧

町

高
野
理
佳

.

梅
が
丘

0

成

沢

和

敏

南

天

神

町

“

東

山

喜

義

矢

沢

別

別

府

誇

大

屋

別

成

沢

公

徳

緑

が

丘

西

ω

竹

内

か

つ

じ

合

升

M
W

横
開
幕
子

下
紺
屋
肝

白

石

井

五

十

子

半

過

加

恨

石

政

芳

秋

和

沌

飛

回

キ

ン

新

田

町ω

山
浦
光

枝

中

村

幻

吉

原

す

ィ

守

鈴

子

町内 -
ま
す
。
役
所
の
仕
事
に
関

し
て
ご
柑
談
の
あ
る
か
た

は
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

マ
と
き

4

司
行
政
相
談
委
員

4三井宣茂九

殿減1，290
(赤坂〉

fi@5425 

長
屋
義
男

西
入
貞
子

中
村
志
つ
江

秋
島
清
子

沢
田
文
良

保
屋
野
新
平

平
林
し
う
子

鵜
飼
ま
さ
の

問
中
治
郎

瀬
下
ト
ヨ

・中
山
幸
子

寺
内
つ
ね
子

滝
沢
幸
治
郎

細
川
泉

滝
沢
房
吉

五
月
二
十

一

坂田 宣言九ー
古安曽3，986
(柳沢〉

公@2457

岩

下
小

牧

伊
勢
山

中

村
下

郷

下
境
尻

伊
勢
山
問
末
広
町

新

田
伊
勢
山

山

口

院

内

上
房
山

上
塩
尻

日

ω午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ

上
回
西
武
(
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
)

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
9
0
)

79 85 80 68 57 73 79 69 84 81 83 43 92 90 92 

香
山
希
光

倉
沢
節
古

松
島
正
一

田
中
竜
吉

渡
辺
智
恵

国
中
辰
雄

保
科
起
夫

岩
瀬
幸
好

宇
佐
見
は
つ

山
極
英
雄

松
山
は
る
子

宮
本
隆
裕

松
野
原
雄

生
活
環
境
課
(
内

めばえ

長笹川芽生宰ん惨

御所205-11
〈御所〉

霊堂⑪1400

岩

門

築

地

上
常
回
岡
岩
清
水

諏
訪
形

諏
訪
部

林
之
郷

上
塩
尻

手

塚

上
室
賀

新

田
鍛
冶
町

69 31 86 80 86 73 75 84 l6 83 80 82 72 
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(林野火災を防ごう)

圃
『
地
価
公
示
」
が

l

-
圃
閲
覧
マ
帯
、
ま
苛

三
月
二
十
六
日
、
国
土
庁
か
ら
平
…

成
三
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま

…

し
た
。
地
価
公
示
は
土
地
を
売
買
す

…

る
際
の
目
安
と
な
る
価
格
で
す
。
市

…

役
所
(
企
画
課
一
、
支
所
、
市
立
図
書

…

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ど

…

う
ぞ
。

…

な
お
、
市
内
の
公
示
価
格
は
左
表

…

の
と
お
り
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

企
画
課
{
内
線
1
…

2
2
2
)
 

一
の
況

一

mad

-
2

一
帯
一

一
M

M

一

宅

一
宅

一
舗
一
見

一
地
状

一

司

一
4

一
宮

一現

…
段

一
昨

怖

一

住

一
住

一
広

一
晴
一

削町
一
"事
4

不

一

一

一

一司3E
-

面
寸6
1
2
5
1
1寸

l
i
l
i
-
-
l寸
lil--

削
一附

)

一

旧

一
ゆ

一
的

一年

一
回

一ー

の
円

一

α
一

α
一
飢
一
知
・

ヰ

一意

リ

(
一

O

一

6

-
q
一E

…
標
一制

が

裕

一

山

一
川

一

m
一
昨
…

一
示
一襟

当

価

一

一

一
人
一
樹
…

…
公

T
I
-
-
+
I
ll
l
Tー

I
T
-
-士聞

…
価
一在
℃
示
一日
ト

一れ

υ一H
h
一向日一

自
一
.
m
-3一丁
目

一番
ハ
一番
づ
一

地
一所
比

一仁
西

一則
叶
一悦

二

…
年
一
j
u
表
一配
映

一
間
ト

一則
イ

一

・
3
一い
呑

一失
川

一信
二
日
ト

一

…
成
一地
跡
雲
一中川臼

J

一丁
1

一7
削
一

…
平
一事
ぴ

E
一崎
容
什

一
寸
手
一J

村
一

一ョ
よ

一回
幻
二
手
大
一失

~
一

一標
お
住
一上
ね
川

一大
「

一中
外
一

圃
『
所
得
直
明
書
』
怒
ど

・8月
1
日
か
ら
発
行

三
年
度
(
平
成
二
年
分
)
の

「所

…

一
得
証
明
」
「
税
頒
証
明
」
の
発
行
は
、…

六
月
一
日

ωか
ら
行
い
ま
す
。

市役所は第2・第は休みてす I

番¢玄乙
山ヘ入ったら、⑦たばこ

の披げ矯て、⑧たき火の不

I〆始末に注意しようf

用
広
場
u

ヘ

四
日
⑮
午
前

9
時

i
午
後

2
時
・
市
役
所
駐
車
場

(
雨
天
時
は

5
月
お
日
⑪
に
延
長
)

広報うえだ3.5.

無
駄
を
な
く
し
、
も
の
を
生
か
す

と
い
う
観
点
か
ら
、
今
年
J
U

「
資
源

活
用
広
場
」
を
聞
き
ま
す
。

新
聞
聞
は
も
ち
ろ
ん
、
捨
て
て
し
ま

う
に
は
惜
し
い

、
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
使
え
る
商
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

マ
申
請
方
法

印
鑑
を
お
持
ち
に
な

…
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、
会

一

リ
、
本
人
ま
た
は
阿
倍
の
親
肢
の
か

い
貨
(
阻
断
円
)
を
添
え
て
ど
う
ぞ
。

た
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の

…
②
自
治
会

へ
申
し
込
め
な
か
っ
た
場

…

場
合
は
、
本
人
自
筆
の
代
理
人
選
任

…
合
、
市
民
謀
、
各
支
所
で
も
受
け
付

…

届
書
(
窓
口
に
用
意
)
か
委
任
状
と
代

…
け
て
い
ま
す
。
③
幼
稚
園
、
保
育
園
、

…

理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

…
小
学
校
、
中
学
校
へ
通
っ
て
い
る
お

…

マ
手
数
料

一
位
一
件
二
百
円
…
子
さ
ん
は
、
各
問
、
学
校
か
ら
陶
'
込

…

マ
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課

(内
線

…
舎
を
お
送
リ
し
ま
す
。
闘
や
学
校
で

…

1
2
8
1
)

一
申
し
込
む
と
三
百
円
で
す
。

…
マ
加
入
が
無
料
に
な
る
人

次
の
人

…

…
は
、
市
が
会
費
を
負
肌
し
ま
す
の
で
、

…
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
①

…

…
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
②
身
体

…

…
障
害
者
二

・
ニ

・
三
級
)
③
療
育

…

…
手
帳
を
お
持
ち
の
人
④
交
通
災
害
遺

…

…
児
⑤
七
十
歳
以
上
の
人

(大
正
十
年

…

一
五
月
三
十

一
日
以
前
の
生
ま
れ
)

…
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課
(
内
線
1

一

一
3
5
8
)

圃
突
通
災
害
共
済
に

圃
加
入
し
ま
し
ょ
う

今
年
も
交
通
災
害
共
済
の
更
新
時

期
が
や

ヮ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、

五
月

一
日
付
け
で
申
込
書
を
お
送
り

し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

マ
加
入
方
法

①
五
月
中
は
自
治
会

(14) 7 

傘
の
修
理
や
包
丁
研
ぎ
な
ど
の
修

理
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

-
出
庖
希
望
の
か
た
へ

当
広
場
で
は
、
山
広
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
商
底
、
グ
ル
ー
プ

で
ど
う
ぞ
。
詳
し
く
は
生
活
環
境

課
(
内
線
1
3
9
0
)
へ
。

聞
工
業
統
計
調
査
品
川

園
ボ
ス
9
1を
募
集

通
商
産
業
省
で
は
、
次
に
よ
り
広

〈
募
集
し
て
い
ま
す
u

マ
規
格

①
日

m
×
u
m
(縦
長

使
用

・
日
本
工
業
規
格
A
2
判
)
②

色
は
凹
色
以
内
③
写
真
は
使
用
し
な

い
④

「通
商
産
業
省
」
「
工
業
統
計

調
査
」
「
平
成
三
年
十
二
月
三
十
一

日
」
の
文
字
を
必
す
入
れ
る
⑤
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
、
職
業

(学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
}

を
明
記

マ
応
募
期
限

六
月
三
十

日
間

(当
日
消
印
有
効
).

マ
応
募

先

〒

捌

長
野
市
大
字
南
長
野
六
九

一一

l
二

長

野
県
総
務
部
情
報
統
計

課

マ
問
い
合
わ
せ

企
画
課

(内

線
1
2
2
5
)



-国立東信病院「家庭介護教室」

[>とき 5月17日(謝午後2時- [>ところ 同

病院(緑か丘1) [>対象 介護に関心のあるかた

[>受講料 無料 [>問い合わせ 国立東信病院

(包⑫ 1890内線203)

・上回保健所「健康増進クリニックJ

[>とき 5月23日(村午前8時45分- [>ところ

悶保健所(材木町1・合同庁舎) [>料金 4，6

20円 [>申し込み 5月16日までに上回保健所へ

レT'~'J、安心、多様性♂
あ}生活干めヂ!マ

-""I~II寄書主宰ma.・
b生活環境課(内線 1390) 

圃

国

民

年

金

保

険

料

歩

…
ぃ
。
な
お
、
所
得
の

JZnが
済
ん
で

圃

l

い
弘
い
か
た
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

園

便

利

恕

口

座

振

替

マ

…
ん
。
免
除
は
互
交
の
二
通
り
が
あ
り

安
全
、
雌
実
、
便
利
な
口
座
振
替

…
ま
す
。

…
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
手
続
き
は
簡
…
マ
問
い
合
わ
せ

…
単
で
す
。
国
保
年
金
課
ま
た
は
金
融

…
線

1
3
6
5
)

一
機
関
の
窓
口
で
ど
う
ぞ
。

…
マ
持
ち
物

①
国
金
通
帳
②
同
通
帳

…

…
の
届
け
出
印
③
年
金
手
帳

(
ま
た
は

…

一
納
付
書
)

-
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
一

保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
闘
維
な

…
類

一
か
た
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
種

…
申
請
し
、
ふ
認
さ
れ
る
と
、
免
除
の

…
の

…
期
間
は
年
金
を
受
け
る
期
間
と
し
て

…
恥

…
計
算
さ
れ
、
納
付
し
た
場
合
め
三
分

…
免

一
の
一
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
十

…「

…
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
で
納
め
る
こ

…

…
と
も
で
き
ま
す
。

免
除
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
五

…

…
月
三
十
一
日
樹
ま
で
に
、
国
保
年
金

…

…
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

…

日
赤
、
社
資
募
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
に
は

飢
餓
、
挟
病
な
ど
の
救
援
、
国
内
で

は
献
血
、
災
害
救
援
事
業
な
ど
を
行

う
て
い
ま
す
u

赤
十
字
運
動
の
恨
幹
を
な
す
、
社

国
保
年
金
課
(
内

①生活保護法による生活挨助を受けている方

法定免除 ②障害基礎年金または被用者年金の障害年金

( I級、 2級)の受給権者の方など

①所得の少ない方や病気やケガなどで経済的

申請免除
にお困りの方

②保険料を納付することが困難な特別の理由

のある方

員
の
増
強
と
社
資
募
集
の
た
め
、

自
治
会
の
役
員
さ
ん
と
上
田
市
赤

十
字
奉
仕
団
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社

上
一田
市
地
区
-
厚
生
課
内

・
内
線

1
6
0
6
)
 

一施
-設
一訪
一間
一⑪

働
く
婦
人
の
家

※任意加入のかたは、免除を受けることができません。

婦
人
の
皆
さ
ん
の
福
祉
を
増
進
し
、

教
養
し
-
知
識
を
高
め
る
た
め
の
地
設

で
す
。
市
内
に
住
む
婦
人、

上
田
市

以
外
で
む
上
田
市
に
勤
め
て
い
る
婦

人
は
利
用
で
き
ま
す
e

ク
ラ
ブ
活
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
各
種
講

座
、
会
議
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

メ
モ
v
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
九
時
(
日
曜
日
は
午
後
五

時
)
。

休
館
日
は
水
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

翌
年
一
月
三
日
)。

申
し
込
み
は
、

使
用
の
日
の
三
目
前
ま
で
に
働
〈
婦

人
の
家

(
宮
⑫

2
9
8
8
)
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

¥

ノ

・

一
つ
の

こ
と
に
集
中
す

集

記
J

る
と
、
ほ
か
の
こ
と
に
自

編

後

¥
が
い
か
な
か

っ
た
り
、
忘

(

れ

た

り

し

て
し
ま
う
。
か

と
い
っ
て
、
仕
事
を
し
て
い
る
と
き

な
ど
は
、
気
が
散
っ
て
な
か
な
か
考

え
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
ち
な
み
に
こ

の
編
集
後
記
、
集
中
す
れ
ば
十
五
分

で
書
け
る
か
、
ど
ん
な
に
時
間
か
あ

っ
て
も
全
然
書
け
な
い
と
き
も
あ
る
。

締
め
切
リ
前
で
も
エ
ン
ジ
ン
が
か
か

ら
な
い
と
き
が
あ
る
の
で
始
末
が
惑

い

(

に

し

ぎ

わ

)

文化センターの南隣りです

-
深
夜

La巾
常
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

久
し
ょ
リ
に

F

M
の
ス
イ

り，
チ
を
ひ

ね
う
て
み
る
。
か
つ
て
の
人
気
ク
ル

ー
フ
の
ヴ
寸
|
カ
ル
が
流
れ
て
い
た

の
で
、
そ

勺
L
-E
・
を
す
ま
し
た
。
懐

か
し
さ
か
込
み
上
げ
、
十
何
年
か
前

の
こ
ろ
が
フ

，1
lド
パ
リ
ク
し
て
き

た
二
ち
ょ
う
と
、
キ
サ
で
す
ね
)
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
さ
ら
に
あ
げ
る
-
何
か
、

胸
が
せ
い
せ
い
す
る
よ
う
な
、
力
が

わ
い
て
き
た
よ
う
な
、
と
て
も
い
い

気
分
だ
。

た
ま
に
は
音
楽
も
い
い
も

日

ん

で

す

ね

エ

(

せ

ま

)

日 7 広報うえだ3.5.



-
六
川
怜
美
ち
ゃ
ん

(
3
歳
・大
久
保
)

「友だちとママごと、お買いもの

遊びをよくしますJと由の利予さん

保健tDt
保健予防諜(内線 1374)

麻しん・MMRワクチン
予防接種

b予防接種は選択で 幼児に対する

麻しんの予防接種は、 ニ予防接様法に

より義務化されていますが、おたふ

くかぜの予防接種は任意により接種

することとなっています。

MMRワクチン(以下 fMM RJ 

と略)は、従来の麻しんワクチン、

おたふくかぜワクチン、風しんワク

チンとして使用さ札ていたワクチン

を混合したワクチンで、 1回の注射

でM(麻しん)、M(おたふくかぜ)、

R (風しん)の3つの病気の予防接

種ができるワクチンです。

MMRは、麻しんの定期の予防接

種を実施するときに、同時に風しん、

おたふくかぜの予防接種を受けるこ

とを申し出ればMMRを接種するこ

とができます。MMRの予防接種を

希望されないかたに対しては、麻し

んの予防接種のみを行うことになり

ます。

麻しんの予防接種のみにするか、

MMRの予防接種を希望するかは、

後述の fMMRワクチンの副反応」

を参考にしてください。
_，.，_~ザ、内~

ん②平成元年3月31日以前に生まれ

た子どもさんで、今までに麻しんま

たはMMRの予防接種を受けたこと

のない子どもさん (ただし l歳半以

上6歳未満)※MMRの予防接種は

麻しん、おたふくかぜ、風しんの 1

つまたは 2つにかかったことのある

子どもさんでも接種できます。ただ

し、定期の麻しんニ予防接種をすでに

膜炎が数千人に 1人の割合で発生し

ていると予想されています。

無菌性髄膜炎の症状は、発熱とお

う吐が多いほか、頚部硬直、けいれ

ん、頭痛なども報告されています。

MM R接種後に、こH.らの症状が発

生するまでの期間は 3週間前後が最

も多くなっています。

(2)経過、病後 無菌性髄膜炎として
受けてある場合は接種できません。 報告された人の大部分が入院治療を

[>実施期間 5月20日(月)から6月19日 受けていますが、入院期間は 1週間

休)まで。子どもさんの健康状態のよ -2週間が最も多〈、後遺症を残し

い日を選んでください。

[>実施場所 下表の委託医療機関へ

事前に電話などで連絡してからお受

けください。接種料金は無料です。

[>持ち物 母子健康手|阪(問診票は

委託医療機関にあります)

[>接種上の注意 ①赤ちゃん手帳の

中にある予防接種を受ける前、受け

た後の注意事項をご覧ください。②

接種後 (5日-14日の間)に発熱、

はっしんが1日-3日間生じること

があります。体の状態に注意し、も

し高熱、けいれんなどの症状が出た

場合には、速やかに医師の診察を受

けてください。③卵や薬で皮膚に「は

っしんJが出た 1)、3か月以内に輸

血またはがンマグロプリンの注射を

受けた子どもさんは、注射を受けら

れないことがあります。接種する医

師によく相談してください。

MMRワクチンの副反応、

MMRワクチンの副反応は麻しん

ワクチンによる発熱とおたふくかぜ

ワクチンに由来する無菌性髄膜炎の

発生が報告されています。発熱は、

被接種者の約20%に37SC以上、5

%以下に39
0

C以上の発熱がみられま

す。この発熱は接種後5-14日に始

まり 、2日以内に解熱します。とき

に一過性のはしんを伴った 1)、発熱

の際に熱性けいれんを起こすことも

あります。

無菌性髄膜炎

b対象者 ①平成元年4月1日から (1 )発生と症状 おたふくかぜワクチ

同9月30日までに生まれた子どもさ ンが原因であると思われる無菌性髄

た人はありませんでした。

(3)副反応があった場合 副反応 (一

時的な頭痛、発熱などは除()が生

じた場合には、直ちに医師に相談し

てください 。 また 、 市保健守'防~*に

も連絡してください。

その副反応が当該予防接種による

ものと認定されれば、医療費が無料

となるほか、通院、入院経費などの

支給が受けられます。

麻しん・MMRワクチン予防接種
委託医療機関一覧表(50音順〉

医療機関 名 医療機関名

(自治会 ・電置き) (自治会 ・電話)

査証 沢 E邑 院 話E 国 病 院

t~ -⑫2280) ( ~j 'Jt .⑧2221 ) 

宣車沢内科医院 嶋村内科小児科医院

{下吉 町 ・⑧3330) (1;~ n町 ・②3202)
.荒 弁 医 院 耳邑 南 言邑 院

{下車It原町 ・@o474) !i卸 1;1十・⑫3481) 

飯 島 医 院 豊 回 医 院

(築 地 ・⑫50111 (l'輔tl:l{Bff.⑫1158) 

f也 回 医 院 華庁 事是 区 院

{語B 'llf .③2007) ().ミ I:l{.⑧0012) 

;也 回 クリ ー ック 日 新金病院

(川 辺 町J.@5041) ( .Ij~ 場町 ・(0558)

よ 回生 協官舎療所 橋 本 医 院

(fJ.: 釦 ・⑧01991 (狩 回-⑧2033)

遼緑内科 医 院 m 内 医 院

(M!， J島町 ・②淘051) (大 bl . @0104) 
金井内科小児科医院 松尾内科小児科医院

(凶 分 ・⑫9716) {下 'ii~ 聞 ・ ②1355 1

神疎 ク リニック =原内科医院

(L.と l:~ '@3331) いや之条 ・②6500)
質量 坂 内 科 宮1垣内科小児科医続

{よ I孟悦 ⑫1936) {下 常 日1・②07591
小井土内科 医 院 宮下内科小児科医院

f下川原附 ・⑫6666) {止. .1¥11'⑫1233) 

甲国内科小児科診療所 ニ好町産錫人科医院

(イ[ 神 ・⑧3065) (i，卸 所 -③2381)

小松内科循環器医院 村上医院

(j二111[阿卯・⑫'2200) 1末広町・②3740)I 
斉Ki外科医院 柳 沢 病 院

(下 ;T本 ・⑧0887) ( ~t )、千 ・②01091
ささき小児科医院 f黄 山 医 院

(峨 ~t .⑫7700) 1).: 1i1. .⑧0008) 
銭 腺 医 院 吉 田 ニども医院

Ui. 初l'⑮2543) ( i昔 入 ・⑧1222)
伎穣胃腸科内科医院 革目方内科医院

( f.í~ I尻町 ・⑫2342) lt孟聞朝t町 ・⑬2540) 
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